






研究目的

　小児の痙撃性疾患の頻度が高く,現在臨床上とくに重要な問題となっている

ことは周知である。しかしこれらの羅病率,成因,予後などに関しては国の内外

を間わず十分な調査研究がなされていない現状である。

　これらに関する神経疫学的研究は極めて困難なものであるが,その治療体系

の確立,さらに発症防止などのために必須であり,早急にこれらの知見の集積を

はからねばならない。

　そこで,痙撃性疾患中最も重要な小児てんかんと熱性痙撃を主対象とし,広域

地域調査を主体に,さらに病院統計をも加え,これらの諸点につき系統的に研究

し,医学的,社会的体策の基礎資料の整備に資したいと考えた。


